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・支出済額や支出済率は実際の現金支出によるものです。公共工事などの多い土木費や農林水産業費などは、
  契約後、着工してから支払いをするまでに期間があるので、支出済率が低くなっています。

問財政改革課
☎22–9333

●予算額　6,425,170 万円／収入済額　2,696,085 万円（収入済率 42.0％）

●予算額　6,425,170 万円／支出済額　2,565,035 万円（支出済率 39.9％）

歳

　出

支出の種類 予算額（万円） 支出済額（万円）

民　生　費 子どもやお年寄り、障がいを持って
いる方の福祉のためのお金

1,932,448
(38,475)

742,629
(31,901)

土　木　費 道路や公園の整備など、まちづくり
をするためのお金

817,770
（82,796）

118,407
（17,449）

総　務　費 市役所全体の仕事、戸籍や選挙のた
めのお金

620,565
（14,115)

274,825
(5,208)

衛　生　費 健康診断や予防接種、ごみの回収処
理をするためのお金 594,324 279,170

教　育　費 小中学校の教育施設の整備や文化向
上のためのお金

757,070
（86,590）

203,523
（0）

商　工　費 商工業の振興のためのお金 558,102 398,273

公　債　費 借入金返済のためのお金 595,923 342,222

農林水産業費 農業、林業および水産業の振興のた
めのお金

268,120
（33,185）

69,373
（7,588）

消　防　費 消防署の運営、消防施設の整備のた
めのお金 194,760 82,271

そ　の　他 議会費、労働費、災害復旧費など 86,088 54,342

予算額

支出済額

支出済率 38.4％

14.5％

44.3％

47.0％

26.9％

71.4％

25.9％

42.2％

63.1％

0 50 100 億円150

小山市の財政状況
平成29年度上半期（平成29年 9月30日現在）

歳

　入

収入の種類 予算額（万円） 収入済額（万円）

市　　　税 市民税や固定資産税、都市計画税、
市たばこ税、軽自動車税などの税収 2,810,839 1,654,131

国庫支出金 国庫補助金など、市の特定事業のた
めに国から交付されるお金

916,842
（96,792）

305,121
（30,002）

市　　　債 大きな事業などを行うための財務省
や金融機関などからの借入金

792,680
（104,380）

137,420    
（0）

諸　収　入 貸付金の回収金である元利収入や雑
入など 563,220 26,458

県　支　出　金 県補助金など、市の特定事業のため
に県から交付されるお金

435,283
（18,870）

62,824  
（0）

繰　越　金 前年度会計から次の会計年度へ持ち
越したお金

151,294
（34,568）

184,111
（34,568）

地方消費税
交付金

地方消費税のうち県から交付されるお金 188,000 104,344
社会保障４経費に充てられる増税分 131,600 73,765

地方交付税 最低限の住民サービスを維持するた
めに国から交付されるお金 162,500 41,316

各種交付金 地方譲与税交付金、自動車取得税交付金、
利子割交付金など 123,621 40,401

繰　入　金 財源の不足を補うための財政調整基金
や、特定目的基金の取り崩しのお金 6,253 0

そ　の　他 分担金および負担金、使用料および
手数料など

143,038
(551)

66,194
(0)

0 50 100 億円200 250150

33.3％

17.3％

14.4％

121.7％

55.7％

25.4％

46.3％

予算額

収入済額

収入済率
58.8％

4.7％

0.0％

32.7％

　市民の皆さまから納めていただいた税金や、国や県からの交付金・支出金、市債などがどのよ
うに使われているかを知っていただくため、毎年、財政状況を公表しています。今回は、平成
29年度上半期の予算の執行状況をお知らせします。
※下段の（　）内は平成 28年度からの繰越事業費です

57.4％
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基 　 金 737,917 万円 土 　 地 3,674,183㎡

出 資 金 209,183 万円 建 　 物 446,089㎡

債 　 権 485,855 万円 山 　 林 並木杉 1本

●市の財産

●特別会計の状況

会　計　名 予算額
収入済額
支出済額

国民健康保険
（事業勘定）

2,081,079
749,538

794,637

介護保険 1,110,810
446,857

427,271

後期高齢者医療 147,690
56,588

59,569

病院事業債管理事業 85,120
37,553

37,553

墓園やすらぎの森事業 10,130
7,594

1,924

栃木県南地方卸売市場
事業

27,470
6,225

0

与良川水系湛水防除
事業

4,540
572

1,297

農業集落排水処理事業 65,130
5,532

26,951

小山東部第二工業団地
造成事業

7,400
0

246

テクノパーク小山南部
造成事業

60,900
0

0

公共用地先行取得事業 2,360
0

953

公共下水道事業 532,547
67,297

179,006

（単位万円）

平成 29 年度上半期小山市の財政状況

◆一般会計　　　4,824,278 万円
◆特別会計　　　3,740,833 万円

　市債残高について、今後は新庁舎建設などで一時
期増加すると見込まれますが、平成 16年度全会計
の市債残高 998 億円を超えることのないよう、市
債管理計画に基づき、市債残高の縮減に努めてまい
ります。また、栃木県南地方卸売市場事業債は、栃
木県南公設地方卸売市場事務組合の解散に伴い、小
山市が事務を引き継いだものです。

特別会計市債 現在高（単位万円）
公共下水道事業債 2,761,786
農業集落排水処理事業債 484,706
病院事業債管理事業債 449,151
墓園やすらぎの森事業債 14,574
栃木県南地方卸売市場事業債 19,142
公共用地先行取得事業債 9,963
介護保険財政安定化基金貸付金 1,511

●市が借りているお金

◆企業会計
　水道事業会計　　604,570 万円
❖全会計の合計　9,169,681 万円

水道事業●企業会計の状況
損益計算書（単位万円）

営業収益 129,645

営業費用 94,725

営業利益 34,920

営業外収益 6,392

営業外費用 6,727

△ 335

経常利益 34,585

特別利益 324

特別損失 0

324

当年度純利益 34,909
前年度繰越
利益剰余金 0
その他未処分
利益剰余金 142,021

当年度未処分
利益剰余金 176,930

貸借対照表（単位万円）

固定資産 2,054,288

流動資産 588,695

資産合計 2,642,983

固定負債 581,342

流動負債 41,392

繰延収益 304,204

負債合計 926,938

資本金 1,245,479

剰余金 470,566

資本合計 1,716,045

負債資本合計 2,642,983

●市税の状況

税　目 予算額 収入済額 収入済率（％）
市 民 税 1,192,472 525,570 44.1

固定資産税 1,269,430 912,344 71.9

都市計画税 177,397 127,419 71.8

市たばこ税 136,194 54,887 40.3

軽自動車税 35,313 33,896 96.0

入 湯 税 33 15 45.2

計 2,810,839 1,654,131 58.8

（単位万円）

※ 167,535 人は平成 29年 9月 30日現在の人口推計

１人当たりの市税負担額は？
167,776 円

（市税予算額 2,810,839 万円／人口 167,535 人）

１人当たりに使われるお金は？
383,512 円

（歳出予算額 6,425,170 万円／人口 167,535 人）

市民１人当たりに換算すると？
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「関東どまんなかサミット会議」に加入 問総合政策課☎22–9352

関東どまんなかサミット情報

　小山市では、人口減少社会における地域間連携の重要性に鑑み、茨城県、栃木県、埼玉県および群馬県の県
境で隣接する古河市、栃木市、野木町、加須市、板倉町で設置され、昭和 63 年 4 月に発足した三国サミット会
議を前身とする「関東どまんなかサミット会議」に、10 月 16 日㈪、6 番目の自治体として加入しました。
　今後は、各自治体が、相互に協力して魅力ある圏域づくりに取り組んでいきます。

　小山市とともに、「関東どまんなかサミット会議」
を構成する４県３市２町（茨城県古河市、埼玉県加須
市、群馬県板倉町、栃木県栃木市、野木町）のイベン
ト等の情報です。
　小山市の「関東どまんなかサミット会議」への加入
に伴い、今後は、毎月お知らせします。地域間の交流
人口増大による地域活性化のため、各イベント等にぜ
ひご参加ください。

加須市（埼玉県）

古河市（茨城県）
　徒歩 7,000 歩、約 2 時間のコース（約 4.5km）を
自由に巡拝します。　※台紙（200円または1,000円）
日時　H30.1/7 ㈰ 9:00 ～正午
場所　JR 古河駅西口おまつり広場
問古河市観光協会（観光物産課内）  ☎ 0280-23–1266
　観光案内所（JR 古河駅構内）      ☎ 0280-30-3434

古河七福神めぐり

野木町（栃木県）TOWN-NOGI イルミネーション 2017
　「エンジェル」、「ペガサス」等多数のオブジェクト
が登場。約 8 万球の LED ライトが冬の野木駅前を華
やかに彩ります。※ 周辺有料駐車場をご利用ください
期間　11/24 ㈮～ H30.1/12 ㈮（日没後～ 24 時）
場所　JR 野木駅前東西ロータリー
問野木町観光協会（産業課内）☎ 0280-57–4153

栃木市（栃木県） 美しい庭園を眺めながら
　「とちぎ江戸料理」に舌鼓を

　国の登録有形文化財「横山郷土館」（入舟町）にて
ランチプランが始まりました。
メニュー 小江戸とちぎ賑わい御膳 4,320 円、蔵の街
弁当 1,620 円～、歌麿雪月花弁当 1,080 円～　など
時間 11:30～13:30※月曜日休館（祝日の場合翌平日）
問 1 週間前までに同館☎ 0282-22–0159（9:00 ～ 17:00）

板倉町（群馬県）町民教養講座
日　時 ① 12/2 ㈯、② 12/16 ㈯いずれも 18:30 から
場　所 東洋大学　板倉キャンパス
テーマ ①「年齢（とし）より若く生きる方法」講師：
西牟田守氏（東洋大学教授）②「私のライフスタイル 
仕事、地域貢献、食事、運動」講師：菊地幸夫氏（弁護士）
料金 500 円（2 回通し）問板倉町生涯学習係☎ 0276-82–2435

問秘書広報課☎22–9353

～広域連携により魅力ある圏域の形成を目指して～

     構成自治体の市町旗（小山市は左から 3 番目） 　        構成自治体首長の握手（小山市長は右から 2 番目）

○平成 29 年度関東どまんなかサミット会議および協定調印式
　日時　10/16 ㈪ 15:00 ～ 16:00
　会場　古河市古河地区地域交流センター ( はなももプラザ ) 　多目的ホール
　内容　①サミット会議　「小山市の加入について」承認、「規約の改正」、「協定書の改訂」承認
　　　　②協定調印式　「災害時における相互応援に関する協定書」、「公の施設の相互利用に関する協定書」調印

○主な取組
　⑴まちづくりの情報交換
　⑵災害時における相互協力（構成市町の要請に応え、応急・復旧対策にあたります）
　⑶施設等の相互利用（構成市町の施設を同額の使用料で利用できます）

　全国各地の高校生クライマーが「クライミングのまち」
加須市に集結し、2 日間にわたって熱戦を繰り広げます。
日時　12/23 ㈯ 9:00 ～ 17:30、12/24 ㈰ 8:40 ～ 15:30
場所　加須市民体育館（加須こいのぼりクライミン
　　　グウォール）（加須市下三俣 590）
問加須市スポーツ振興課☎ 0480-62-6123

第 8 回全国高等学校選抜
スポーツクライミング選手権大会
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問市民生活課☎22-9278小山市中学生ケアンズ派遣団報告記
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◉ 

市
役
所
訪
問

　
市
役
所
の
皆
さ
ま
に
温
か
く
迎
え
ら
れ
、
市
役
所

内
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ケ
ア
ン
ズ
市
と
小

山
市
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
と
し
て
、
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

の
か
な
ど
と
て
も
勉
強
に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
し

た
。

　
今
回
の
訪
問
で
、
私
た
ち
は
ケ
ア
ン
ズ
市
と
小
山

市
の
交
流
に
重
要
で
責

任
あ
る
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
、
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
互
い

の
都
市
の
友
好
関
係
が

続
く
よ
う
に
、
私
た
ち

は
小
山
市
の
一
市
民
と

し
て
貢
献
し
て
い
き
た

い
で
す
。

◉ 

学
校
生
活
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校
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私
が
登
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し
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時
に
は
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た
く
さ
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す
で
に
登
校
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し
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い
て
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友
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授
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、
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習
っ
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の
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だ
っ
た
の
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理
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す
る
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
。
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授
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ま
し
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。
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デ
ィ
の
お
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で
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。
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授
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じ
合
え
た
気
が
し
ま
し
た
。
ど
の
授
業
も
と

て
も
明
る
い
雰
囲
気
で
、
生
徒
た
ち
の
仲
の
良
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
５
回
の
事
前
研
修
で
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先

生
た
ち
が
分
か
り
や
す
く
英
会
話
を
教
え
て
く
れ
た

お
か
げ
で
、
現
地
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
生

か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◉ 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
多
民
族
国
家
で
、
多
様
な
文

化
の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
を
保
ち
な
が
ら
生

活
し
て
い
ま
す
。
私
を
受
け
入
れ
て
く
れ
たP

atel

家
は
イ
ン
ド
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
移
民
し
て
き

た
そ
う
で
す
。
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
、
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
語
で
会
話
し
、Jesleen

が
間
に
入
っ
て
通

訳
し
て
く
れ
ま
す
。
休
日
に
は
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
ビ
ー
チ
、
ラ
グ
ー
ン
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
場
所
に
も
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
イ
ン
ド
の
文
化
に
触
れ
る
。

こ
れ
も
多
民
族
国
家
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ら

で
は
の
こ
と
で
す
。
と
て
も
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま

し
た
。

◉ 

自
然
環
境

　
透
き
通
っ
た
海
や
広
大
な
農
地
、
そ
し
て
た
く
さ

ん
の
動
物
た
ち
が
暮
ら
す
ケ
ア
ン
ズ
で
は
、
そ
の
美

し
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

バ
デ
ィ
と
一
緒
に
夜
の
散
歩
に
出
か
け
た
時
に
は
、

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
星
空
に
心
を
奪
わ
れ
、
時
間
を

忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
見
と
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
６

日
目
に
は
、
派
遣
団
全
員
で
世
界
遺
産
の
グ
レ
ー
ト

バ
リ
ア
リ
ー
フ
を
訪
れ
ま
し
た
。
遠
く
に
地
平
線
が

は
っ
き
り
と
確
認
で
き
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の

海
と
自
然
が
ま
る
で
宝
石
の
よ
う
に
光
り
輝
い
て
い

ま
し
た
。

　市では、国際化に対応するグローバルな市民を育成するために、毎年市内 11 校から計 28 人の中学生および
義務教育学校生徒を、英語圏で姉妹都市であるオーストラリアのケアンズ市に派遣しています。今年も、7 月
10 日㈪の結団式から始まり、5 回の事前研修後、8 月 17 日㈭に出発しました。
　現地では、市役所訪問、ハイスクール訪問、同世代の生徒宅へのホームステイ体験や語学研修、授業に参加
しました。生きた英語に触れる中で、これまで身に付けてきた語学力や国際感覚にさらに磨きをかけ、地元の
人々との交流を深めて、8 月 24 日㈭に元気に帰国しました。
　派遣団員たちによる行動の記録を報告します。
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「━」は休業、「○」は通常業務です。「※」は業務は行っていますが、貸館・開館は行いません。

①
市
民
課
・
出
張
所
窓
口
業
務

　
12
月
29
日
㈮
か
ら
１
月
３
日
㈬
ま

で
の
戸
籍
届
出
は
、
市
役
所
宿
直
室

（
北
側
出
入
口
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
１
月
４
日
㈭
の
週
と
９
日
㈫
の
週

の
市
民
課
窓
口
は
大
変
混
雑
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
面
倒
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、
可
能
な
範
囲

で
日
に
ち
を
ず
ら
し
て
来
庁
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
課
☎
�
９
４
０
２

②
家
庭
ご
み
の
収
集
と
直
接
搬
入

■
家
庭
ご
み
の
収
集

　
12
月
は
30
日
㈯
ま
で
、
１
月
は
４

日
㈭
か
ら
日
程
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

問
環
境
課
☎
�
９
２
７
６

■
直
接
搬
入

　
12
月
は
30
日
㈯
ま
で
、
１
月
は
４

日
㈭
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

※
12
月
29
日
㈮
、
30
日
㈯
は
特
別
に

開
場
し
ま
す
。
年
末
は
混
雑
し
ま
す

の
で
早
め
に
搬
入
を
お
願
い
し
ま
す

受
付
時
間
　
８
時
半
～
11
時
半

　
　
　
　
　
13
時
～
16
時
半

粗
大
ご
み
・
多
量
ご
み
の
直
接
搬
入

問
中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
�
３
１
９
４

プ
ラ
容
器
・
剪
定
枝
の
直
接
搬
入

問
南
部
清
掃
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
０
�
３
３
１
０

③
小
山
聖
苑

　
休
苑
中
の
申
込
み
は
、
８
時
半
か

ら
21
時
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
☎
�
１
１
７
５
★

④
水
道
の
漏
水
な
ど

　
凍
結
防
止
対
策
を
心
掛
け
、
漏
水

な
ど
の
場
合
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
水
道
事
業
☎
�
０
３
６
８
★

⑤
図
書
館
の
本
の
返
却

　
休
館
中
の
本
・
雑
誌
の
返
却
（
分

館
含
む
）
は
中
央
図
書
館
の
返
却
ポ

ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・

紙
芝
居
・
他
館
か
ら
の
借
用
資
料
は
、

破
損
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ポ

ス
ト
ヘ
の
返
却
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
中
央
図
書
館
☎
�
０
７
５
０

夜
間
休
日
急
患
診
療
所

問
☎
�
８
８
８
０
★

休
日
急
患
歯
科
診
療
所

　12
月
31
日
㈰
～
１
月
３
日
㈬
の
10

時
～
正
午
、
13
時
～
16
時
で
す
。

問
☎
�
８
８
８
１
★

救
急
医
療
機
関
当
番

　
本
誌
17
ペ
ー
ジ
『
す
こ
や
か
通
信
』

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市
HP
、
消
防

本
部
、
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
☎
�
６
６
６
０
★

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
１
８
０
・
９
９
２
・
１
９
０
★

新
小
山
市
民
病
院

　
急
患
は
二
次
救
急
（
重
症
患
者
）

の
診
察
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
☎
�
０
２
０
０
★

期  日 時　間

12月28日㈭
～ 30日㈯

19:00
～ 22:00

12月31日㈰
～ 1月3日㈬

10:00
～正午

13:00
～ 17:00

18:00
～ 21:00

施　設　名 平成29年12月 平成30年1月 問合せ（電話番号）28㈭ 29㈮ 30㈯ 31㈰ 1㈪ 2㈫ 3㈬ 4㈭ 5㈮
①市役所 ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎23–1111(代表)★
　市民課・出張所 ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎22–9402
②中央清掃センター ○ ○ ○ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎24–3194

南部清掃センター ○ ○ ○ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎0280–33–3310
③小山聖苑 ○ ○ ○ ○ ━ ━ ○ ○ ○ ☎22–1175★
④水道事業 ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎23–0368★
⑤中央図書館・小山分館・
　間々田分館・桑分館 ※ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎21–0750

　(中央図書館)
体育施設 ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ☎49–3523、22–9878
　原之内公園のみ ○ ○ ○ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎27–8060
県南体育館 ※ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ※ ○ ☎21–0021
県立温水プール館 ※ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ※ ○ ☎22–4617
生涯学習センター ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎22–9111
博物館 ※ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ※ ○ ☎45–5331
車屋美術館 ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎41–0968
文書館 ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎25–7222
文化センター ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎22–9552
中央公民館 ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎22–9562
ふれあい健康センター ○ ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ☎30–3700
消費生活センター ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎22–3711

児童センター ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎27–0594(駅南)
☎24–0629(城北)

子育て支援総合センター ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎24–1012
※ほほえみは☎22–3477

新小山市民病院 ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ☎36–0200★

市
役
所
は
12
月
29
日
㈮
か
ら
１
月
３
日
㈬
ま
で
休
み
に
な
り
ま
す
。

主
な
施
設
の
休
業
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
各
施
設
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
★
印
の
電
話
番
号
は
休
業
中
も
問
合
せ
で
き
ま
す

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
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　新年の１月８日（月・成人の日）に、足利市から小山市までの10区間45.9kmを県南の真岡市・栃木市・佐野市・
足利市・小山市の五市の代表選手たちが襷をつなぐ県南五市対抗親善駅伝競走大会が開催されます。
　当日は、本市から2チームが出場し、熱い走りを繰り広げます。県道栃木小山線を選手が通行しますのでご協力
とご声援をよろしくお願いします。
小山市内では下記の予定で選手が通過します。
市立豊田南小学校（12:05　県道栃木小山線）→上立木交差点→観晃橋西交差点→観晃橋
→城山公園前交差点（右折）→ゴール（12:22頃　市立文化センター西側）
※大会当日は、道路の混雑が予想されます。ご理解とご協力をお願いします

第68回県南五市対抗親善駅伝競走大会 問（公財）市体育協会      
☎30–5856

1．募集内容
⑴食品・菓子類・地酒等
　小山市の産物が主たる原材料であることを原則とし、
安全で安心な産品のもので、継続して市場に供給され、
売り上げ実績があるもの。なお、新商品については、
継続的に市場へ供給されることを確認するため、1 年
間の申請期間を設けます。
⑵工芸・芸能
①国や県・市の伝統工芸（有形・無形文化財）になっ
ているもの。
②郷土に根ざしたもの、または小山市にしかないもの。
③全国的な知名度を誇る等、小山市のイメージアップ
に寄与するもの。
以上、①～③のいずれかに該当するもの。
2．募集期間　12 月 1 日㈮～平成 30 年 1 月 31 日㈬
※ 次回は、平成 30 年 7 月から 8 月に行う予定です

　市では、豊かな自然と人々の高い技術によって生み出される産品を
ブランド化し、全国に発信していこうと「おやまブランド」の創生運
動を行っています。このたび、「おやまブランド」が市民の皆さまの
より身近なものになるよう、新たな「おやまブランド」を公募します。
さらなる隠れた逸品を、ぜひご応募ください。

新たな「おやまブランド」を公募します！

3．応募方法　該当品がある場合は、事前に小山ブラン
ド創生協議会事務局へご相談ください。おやまブラン
ド選定基準に該当するときには「おやまブランド選定
申請書」を送付しますので、申請書に記入のうえ、郵送・
FAX・メール・直接持参のいずれかで、事務局まで。
4．選定　小山ブランド創生協議会において決定
第 1 回目　平成 30 年 4 月　
第 2 回目　平成 30 年 11 月予定

対　象　16 歳から 69 歳までの健康な方 （65 歳以上の献血については、60 歳から 64 歳の間に献血の経験のあ
　　　　る方にかぎります）、その他海外への渡航歴により献血をご遠慮いただく場合があります。

献血にご協力をお願いします！
献血について
　献血によりいただいた血液は各種の血液製剤となり、医療機関にいる患者さんのもとへ届けられます。
血液製剤には有効期限があるため、定期的、継続的な血液の確保が必要となります。

問健康増進課
☎22–9526

問小山ブランド創生協議会事務局
　（商業観光課ブランド創生推進室内）
〒323–8686　小山市中央町 1–1–1
☎22–9317・ＦＡＸ 22–9260

d-kankou@city.oyama.tochigi.jp

献血ができる場所
○献血バス
実施日　「栃木県赤十字血液センターホームページ」を
　　　　ご覧ください。
　　　　イオン小山ショッピングセンターでは毎月１
　　　　回実施しています。

○栃木県赤十字血液センター
場   所　宇都宮市今宮 4-6-33（☎028-659-0111）
受付日　毎日（年末年始除く）
時　間　9:20 ～ 12:00/13:00 ～ 16:30
　　　　（成分血液は 9:20 ～ 11:00/13:00 ～ 15:30）
○うつのみや大通り献血ルーム
場　所　宇都宮市大通り 2-1-5 明治生命ビル 1 階
　　　　（☎028-632-1131）
受付日　毎日（年末年始除く）
時　間　9:30 ～ 13:00/14:00 ～ 16:30

おやま和牛串焼きふゆみずたんぼ米
純米大吟醸
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問博物館☎45-5331※月曜日休館

問消防本部予防課☎39-6657

　慌ただしくなり火の始末がおろそかになりがちな年末年始。この期間に火災予防を呼びかけ、
死傷者の発生と財産の損失を防ぐことを目的としています。
　小山市消防本部管内では、平成28年中には54件の火災が発生しています。そのうち住宅など
の建物が火災になった件数は23件となっています。平成29年は10月末までに66件の火災が発
生しています。すでに前年を上回り、そのうち建物火災は31件となっています。

「火の用心　ことばを形に　習慣に」（平成29年度全国統一防火標語）
平成29年度年末年始火災特別警戒
12月25日㈪～平成30年1月7日㈰

博物館後期講座

＜ハガキでの申込み方法＞①講座名②郵便番号・住所③参加者全員の氏名・性別（学校学年、一般、保護者、幼児）
④電話番号を明記し、各必着日までに博物館（〒329-0214小山市乙女1-31-7）へ郵送してください。
※抽選結果・講座内容の詳細等は、後日郵送でお知らせします
※小学生には義務教育学校1 ～ 6年生、中学生には義務教育学校7 ～ 9年生を含みます

講座名 日　時 内容等 申込方法
・必着日

バードウォッチング H30.1/20 ㈯
9:30 ～ 11:30

対象 : 子ども～大人、定員 40 人（抽選）
内容 : 城山公園周辺で見られる野鳥を観察します。
場所 : 城山公園　　備考：参加費無料

ハガキ
12/27 ㈫

石臼できな粉作り体験

H30.1/20 ㈯
2/17 ㈯

各日とも 2 回実施
① 13:30 ～ 14:10
② 14:20 ～ 15:00

対象 : 小学生～一般、定員各回１0 人程度（先着）　※要予約
内容 : 大豆を石臼でひいてきな粉を作ります。
場所 : 博物館　視聴覚室　　備考：参加費無料
※申込みの際に希望日と希望時間をお伝えください。（複数申込
みは不可）

電話
前日まで

甲冑マイスター養成講座

① H30.2/4 ㈰
② 2/11 ㈰
③ 2/18 ㈰
④ 2/25 ㈰

13:30 ～ 15:30

対象 : 中学生以上、定員 15 人（先着）　※要予約
内容 : 甲冑の歴史の移り変わりについて学んだ後 , 試着用甲冑を
　　　使って着方や着せ方を学びます。
講師 : 伊澤昭二　氏
場所 : 博物館　視聴覚室　　備考：参加費無料

電話
前日まで

少年少女発明クラブ会員募集
「もの作りの好きな人、工夫するのが好きな人、発明工夫展にすばらしい作品を出したい人、みんなあつまれ！！」
活動日　毎月2回（原則：第1・3日曜日　午前中）　
対　象　小・義務教育学校2 ～ 6年生　30人（申込み多数の場合、抽選）
申込み　12/13㈬必着で博物館（〒329-0214　小山市乙女1-31-7）まで
※ハガキには「少年少女発明クラブ入会希望」と明記し、氏名（ふりがな）、学校名、学年、性別、保護者名、
電話番号、郵便番号、住所をご記入ください。

（平成 30年 1月～ 12 月活動）

12 月 4 日㈪から 12 月 10 日㈰は第 69 回人権週間です

●人権擁護委員の啓発活動
　9 月 24 日㈰、市城北児童センターにおいて小学生
向けの「なかよし学習会」を開催し、『ことばと心』
について学習しました。

みんなで築こう　人権の世紀
　　～考えよう　相手の気持ち　育てよう　思いやりの心～
　市では、毎月第 2 金曜日に「人権相談」を実施しているほか、必要に応じて人権に関する相談を受付けています。
法務大臣から委嘱された人権擁護委員が、あなたの悩み解決のため、最善の方法を一緒に考えます。相談は無料で、
秘密は厳守します。一人で悩まず、お気軽にご相談ください。

●人権週間とは
　1948 年（昭和 23 年）12 月 10 日、国連総会で世
界人権宣言が採択されたのを記念し、毎年 12 月 10
日は「人権デー（Human Rights Day）」と定められ
ました。法務省と全国人権擁護委員連合会では、人
権デーを最終日とする 12 月 4 日から 10 日までを「人
権週間」として人権尊重思想の普及高揚を図るため
さまざまな啓発活動を行っています。

警戒期間中の実施事項
・消防車両による特別警戒を行います。
・大型物販店等での年末年始商戦における火災予防指導を実施します。
・各種イベントで出店される露店への火災予防指導を実施します。

問人権推進課☎22-9292
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税制改正による平成 30年度市県民税の主な改正点をお知らせします

問市民税課☎22–9422・9423

小山市の会場で申告を行う予定の皆さまへ
小山市会場での申告を行う際には、利用者識別番号が必要となります
　平成 29年分の確定申告から、小山市会場で申告を行う際、「e-Tax 利用者識別番号」
（国税庁ホームページや税務署の申告受付会場で発行する番号）が必要となります。
■ e-Tax を利用したことがあり、利用者識別番号を持っている方
　→番号の記載された書類（税務署から届く案内はがき等）をご持参ください
■ e-Tax を利用したことがない方、利用者識別番号を持っていない方
　→申告受付の際に会場で発行します

◆セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）が創設されました
　健康の維持促進および疾病の予防への取組として一定の取組を行う個人が、平成 29年 1月 1日以降に、特定
成分を含む対象の医薬品（いわゆるスイッチOTC医薬品）を購入したとき、その購入費用が年間 12,000 円を
超える場合には、超えた部分（上限額 88,000 円）について所得控除を受けることができる制度です。対象製品
の多くには識別マークが表示されており、また購入時の領収書等に対象製品である旨が記載されています。

税
金
は
　
未
来
を
つ
く
る
　
希
望
の
種
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
第
二
中
３
年
　
齋
藤
　
陽
奈

税
金
で
　
住
み
や
す
い
町
　
つ
な
げ
る
未
来
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
中
３
年
　
松
本
　
扇
旺

税
金
は
　
皆
の
幸
の
芽
　
つ
く
る
種
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
第
二
中
３
年
　
柴
田
　
真
奈
美

納
税
で
　
く
ら
し
広
が
る
　
明
る
い
未
来
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
田
中
３
年
　
海
老
沼
　
桃

税
金
は
　
国
を
支
え
る
　
宝
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
第
三
中
３
年
　
小
林
　
翔

税
の
良
さ
　
暮
ら
し
の
中
で
　
見
え
て
く
る
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
城
南
中
３
年
　
信
田
　
啓
太
郎

税
金
が
支
え
る
　
み
ん
な
の
　
あ
た
り
ま
え
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
谷
中
３
年
　
岩
間
　
一
樹

税
金
が
　
人
々
の
暮
ら
し
　
守
っ
て
る
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
々
田
中
１
年
　
鈴
木
　
悠
哉

税
金
が
　
皆
の
生
活
　
支
え
て
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乙
女
中
３
年
　
根
岸
　
諒

税
金
で
　
つ
な
ぐ
安
心
　
未
来
へ
と
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
田
中
３
年
　
長
　
卓
宏

税
金
は
　
社
会
を
創
る
　
種
に
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
中
３
年
　
今
野
　
恵

税
金
で
　
創
ろ
う
　
未
来
と
　
思
い
や
り
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
谷
中
３
年
　
田
野
倉
　
礼
史

「
な
る
ほ
ど
ね
」　
よ
く
知
り
学
び
　
納
税
を
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
中
３
年
　
竹
原
　
寧
音

税
金
を
　
納
め
て
創
る
　
良
き
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
中
３
年
　
塩
田
　
太
華
良

国
づ
く
り
　
支
え
て
い
る
の
は
　
消
費
税
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
々
田
中
２
年
　
生
井
　
春
靖

優 

秀 

賞

最
優
秀
賞

優 

秀 

賞

優 

秀 

賞

優 

良 

賞

優 

良 

賞

優 

良 

賞

優 

良 

賞

優 

良 

賞

優 

良 

賞

栃
木

税
務
署
長
賞

栃
木
県
税

事
務
所
長
賞

栃
木

法
人
会
長
賞

栃
木

間
税
会
長
賞

『税に関する生徒の標語』入賞作品 問納税課☎22–9442

税制改正について

【申告の際に提示・提出が必要となるもの】
①セルフメディケーション税制の明細書
　（領収書等をもとに、支払先ごとに医薬品名や支払額等の明細書を作成してください）
②健康の保持促進および疾病の予防への取組を行ったことを明らかにする書類
　（健康診断や検診等の結果通知表、検診や予防接種の領収書等）
　※この制度を利用する方は、通常の医療費控除を受けることができません
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12 月 11 日㈪から 12 月 31 日㈰は
　年末の交通安全市民総ぐるみ運動実施期間です
　年末にかけては、交通事故が増加する傾向にあるほか、飲酒の機会が増加することに伴い、飲酒に起因する重
大交通事故の発生が懸念されます。市民一人ひとりが交通ルールを遵守し、正しい交通マナーを実践しましょう。

問生活安心課☎22–9283

【運動の重点】
　◇子どもと高齢者の交通事故防止
　◇全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　◇飲酒運転の根絶
　◇「夜間走行中の原則ハイビーム」の徹底および「反射材の効果的な着用」の推進

　10月 28日㈯、市役所市議会議場において、市内外の大学や専門学校等に在学する女子学生 31人による模擬
議会を開催しました。
　市政や議会への関心や理解を深め、次世代を担う若者の意見を市政に生かし、女性活躍の「次代」をけん引す
るリーダーの育成と、模擬議会を通して女子学生自身のキャリアデザインやエンパワーメントの醸成を図ること
を目的に開催したものです。
　当日は女子学生模擬議員をはじめ、執行部も本場結城紬を着て模擬議会を行いました。議員役の女子学生は、
少し緊張した面持ちで質問台に立ち、2020 年の東京オリパラや 2022 年の栃木国体開催を見据えた小山市の発
展や空き家問題など多岐にわたり質問し、市政に対する若者代表の意見を提案しました。

女子学生による模擬議会を開催しました！

【交通安全スローガン】　「マナーアップ！あなたが主役です」

問男女共同参画課☎22–8078

　「百歳体操」と聞いて、百歳の人がやる体操だと思った人はいませんか？それは違います！百歳になっても
元気で過ごせるようにするための体操です！年齢を重ねるにつれ、「最近、足腰が弱くなった」と感じている
方も少なくないと思います。
　そこで、市では高齢者の皆様が地域の中でいきいきと生活し続けるための方法の一つとして、手軽にできる
いきいき百歳体操を紹介しています。

「いきいき百歳体操」について　
～高齢者向け手軽な介護予防の体操～

問地域包括ケア推進課☎22–9616

◎百歳体操ってどんな体操なの？
　重りを手首や足首につけて行う介護予防に効果的な手軽な体操です。
ゆっくりとした動きで、上半身・下半身・全身の筋力、バランス能力等を鍛えます。
その結果、歩行能力やバランス能力等、全体的な体力の改善・向上がみられています！

※継続的な実施を希望していただいた団体には、講師を４回派遣し、体操の実技指導を行います。
その後は、地域の中で皆さん自身で体操を継続していただき、市は定期的に体操の確認や体力測定などを行い
に伺います

◎「おやま・まちづくり出前講座」に登録があります！
　参加者を集めて（できれば 10人以上）、会場を用意していた
だければ、講師を派遣します。
【内　　容】介護予防についてと百歳体操の説明および体験
【講座時間】概ね 1時間

（参加者の声）
・体が軽くなり、歩くのがスムーズになっ
た！
・体操だけでなく、地域の方々と会って話
すのが楽しい。

【参加した女子学生からの感想】
●本物の議場で模擬議会を体験する貴重な機会となった。政治について
　考える大きなきっかけとなった。
●市で行われている事業や取組みを調べ、質問内容を考えるのは勉強に
　なった。問題や改善点を考え、質問につなげるのが難しかった。
●模擬議員となって、初めて市政に関心を持つことができた。
●結城紬を着用して、結城紬の良さを感じることができた。
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小山市徘徊高齢者SOSネットワーク協力事業所との
協定を締結しました

　市は認知症の方やご家族
が住み慣れた地域の中で安
心して生活ができるよう、
認知症の支援体制の推進
に重点的に取り組んでいま
す。その一環として、平成

28 年度から、認知症高齢者が徘徊により行方不明に
なった際に、市に事前に登録していただいた高齢者の
情報を関係機関にお知らせし、徘徊高齢者の早期発見
及び安全の確保を目指す「徘徊高齢者ＳＯＳネットワ
ーク事業」の構築を行っています。さらなる拡充のた
め、10 月 31 日に県内初の試みとして 32 の民間事業
所と協定を締結しました。
第 6回うまいものおやま評定 2017 を開催しました
　11 月 4 日、5 日の 2 日間、小山
市役所北側、小山御殿広場で、「第
6 回うまいものおやま評定 2017」
を開催しました。栃木県内外のご当
地グルメが集まり、秋晴れの空の
下、会場には多くの人が集まり、ご当地グルメを堪能
していました。
フードバンク活動をしている「道の駅思川」と NPO 法人
「笑
えこう

光」との食品の譲渡に関する合意書締結式が行われました
　特定非営利活動法人 笑光
は、「孤食」の子どもたちの心
身の健やかな成長を支援する
ことを目指し、「こども食堂 

笑光」を「ゆめまち」で、毎週水曜 18 時から開設します。
第 40 回全日本おかあさんコーラス全国大会に出場した
小山合唱団が 11月 9日市長に出場結果報告を行いました
　「おかあさんの甲子園」と呼ばれている本大会には、
全国で 891 団体がエントリー。栃木県大会、関東支
部大会を経て全国大会（64 団体）に出場しました。
　 こ れ ま
で も 小 山
合唱団は、
7 回全国大
会出場し 5
回の優秀賞
を受賞して
います。

▲寒
さんがわに

川尼

おやま表情おやま表情
小山市長　大久保　寿　夫小山市長　大久保　寿　夫

為
７

せば成
７

る“ おーラジ” G
５

o ！
　　　　　～おーラジ開局～

　11 月 4 日 ( 土 ) 午後 3 時きっかり、「為 (7) せば成
(7) る ～おーラジ～ Ｇｏ (5) ！」の勢いのいい掛け声
とともに小山市初の周波数 77.5MHz の FM 放送局“お
ーラジ”が開局しました。
　おーラジは、小山市に特化した地域密着の情報発信
局です。

　おーラジ開局には 2 つの
目的があります。
　私は「まちは愛する人が
多ければ多いほど、そのま
ちは明るく、元気になる。
そして、そのまちは発展す
る」と考えています。

　そのため、私はまちを愛する人を増やす方策を常に
考え、行動しています。それは、数々の「小山ブランド」
や「開運のまち」のキャッチコピー、そして「政光くん・
寒川尼ちゃん」のゆるキャラの誕生などの方策です。
　このたびのおーラジ開局
は、こうして誕生した小山の
良さを発信する、新たな強力
な武器となるでしょう。
　そして、小山を愛する人を
増やし、小山が明るく元気に
なり、市民が一つになって小
山が発展することを確信して
います。これが第 1 の目的
です。
　また、一昨年 9 月の関東・東北豪雨では多くの市民
の皆さまが避難所に避難しました。災害時の情報伝達
は、即時、かつ正確さが要求されます。この様なとき
ラジオからの情報は、大変有効であると考えたのが第
2 の目的です。
　地元の身近な情報が、自分の身近に住んでいるパー
ソナリティによって伝えられ、市民が同じ情報を共有
することは、市民の一体感の醸成に大いに役立つこと
でしょう。
　そして災害発生時には地元メディアであれば、小山
市だけの災害の状況を刻々と放送し続けることができ
ます。
　これこそ地元メディアの最大のメリットです。
　おーラジは、市が開設しテレビ小山放送が運営しま
す。スタジオは「ロブレ」4 階。パーソナリティーは、

市内在住在勤の 20 ～
70 代の男女 14 人。毎
日午前 7 時～午後 9 時。
市民の皆さまに親しま
れ、愛されるおーラジ
となるよう、皆さまの
ご協力ご支援のほどを
よろしくお願いします。
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つ
と
し

て
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。



第
17
回
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
12
／
９
㈯
13
時
半
開
場
・

14
時
開
演
、
16
時
終
演
予
定

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

定
員
　
先
着
300
人
　

※
入
場
無
料
・
申
込
み
不
要

問
中
央
公
民
館
☎
�
９
５
６
２

ポ
ケ
ッ
ト
の
会
ク
リ
ス
マ
ス
・
コ

ン
サ
ー
ト

日
時
　
12
／
13
㈬
10
時
15
分
～
11
時
15
分

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料
・
申
込
み
不
要

問
こ
ど
も
課
☎
�
９
６
１
４

文
書
館
10
周
年
記
念
企
画
展

「
小
山
の
昔
と
今
の
風
景
展
」

日
時
　
12
／
16
㈯
・
17
㈰
９
時
～
16
時

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
同
館
☎
�
７
２
２
２

第
18
回
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
・
ロ
ビ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

　
希
望
に
あ
ふ
れ
た
1
年
と
な
る

よ
う
願
い
を
込
め
て
、
小
山
児
童

合
唱
団
の
皆
さ
ん
の
歌
声
が
市
役

所
ロ
ビ
ー
に
響
き
渡
り
ま
す
。

日
時
　
Ｈ
30
．
１
／
４
㈭
12
時
20

分
～
12
時
50
分

会
場
　
市
役
所
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー

問
行
政
経
営
課
☎
�
９
３
１
８

県
立
博
物
館
12
月
の
主
な
行
事

◆
ミ
ク
ロ
の
世
界
▽
Ｈ
30
．
１
／
21
㈰

ま
で
◆
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
の

子
ど
も
の
こ
ろ
の
暮
ら
し
▽
Ｈ
30
．
４

／
８
㈰
ま
で
◆
木
の
実
ク
ラ
フ
ト
を
つ

く
ろ
う
▽
12
／
16
㈯
14
時
～
15
時
半
※

要
予
約
◆
県
博
デ
ー
▽
12
／
17
㈰

問
同
館
☎
０
２
８
・
６
３
４
・
１
３
１
１

※
月
曜
休
館
。
高
校
生
以
上
要
観
覧
料

稲
垣
潤
一
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
８

日
時
　
Ｈ
30
．
３
／
10
㈯
16
時
半
開
演

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
　
全
席
指
定
６
千
円

※
発
売
中

問
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
５
５
２

リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス
特
別
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

日
時
　
12
／
26
㈫
①
13
時
半
～
14

時
半
、
②
15
時
～
16
時

会
場
　
県
南
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

対
象
　
市
内
在
住
の
児
童
①
初
級

者
ク
ラ
ス
（
未
経
験
者
）
20
人
、

②
中
・
上
級
者
ク
ラ
ス
（
ミ
ニ
バ

ス
経
験
者
）
30
人

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
12
／
15
㈮
17
時
半
～
18
時

（
時
間
厳
守
）
に
直
接
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

課
。
代
理
申
込
み
の
場
合
は
、
自
分
の

子
を
除
く
２
人
ま
で
可
※
定
員
超
過
時

は
15
㈮
18
時
か
ら
抽
選
を
行
う

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動

日
時
　
Ｈ
30
．
１
／
７
㈰
８
時
45

分
栃
木
駅
北
口
集
合

コ
ー
ス
　
栃
木
駅
北
口
集
合
▽
塚

田
歴
史
伝
説
館
▽
横
山
郷
土
館
▽

岡
田
記
念
館
▽
ヤ
オ
ハ
ン
蔵
の
街

広
場
▽
近
龍
寺
▽
神
明
宮
▽
山
車

会
館
前
▽
栃
木
駅
北
口
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

※
当
日
は
☎
０
８
０
・
２
６
８
４
・
０
６
６
８

親
子
ス
キ
ー
教
室

日
時
　
Ｈ
30
．
１
／
６
㈯
５
時
半

市
役
所
西
側
駐
車
場
集
合

会
場
　
オ
グ
ナ
ほ
た
か
ス
キ
ー
場

（
群
馬
県
片
品
村
花
咲
）

参
加
料
　
大
人
５
千
円
、
子
ど
も

３
千
500
円
（
バ
ス
代
等
）

※
レ
ン
タ
ル
料
等
は
別
途
必
要

定
員
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
先
着

80
人

申
込
み
　
12
／
５
㈫
～
27
㈬
の
平
日
10

時
～
17
時
に
参
加
料
を
添
え
て
、
（
公

財
）
小
山
市
体
育
協
会
☎
�
５
８
５
６

第
49
回
小
山
市
民
ス
キ
ー
大
会

期
日
　
Ｈ
30
．
２
／
４
㈰

会
場
　
会
津
高
原
だ
い
く
ら
ス

キ
ー
場
（
福
島
県
南
会
津
町
）

種
目
　
個
人
戦
、
団
体
戦
（
大
回

転
２
本
の
合
計
タ
イ
ム
を
競
う
）

参
加
料
　
小
・
中
・
高
校
生
500

円
、
大
学
・
一
般
２
千
円

申
込
み
　
12
／
５
㈫
～
Ｈ
30
．
１
／
17

㈬
の
平
日
に
参
加
料
を
添
え
て
、
（
公

財
）
小
山
市
体
育
協
会
☎
�
５
８
５
６

第
３
回
子
ど
も
水
泳
教
室

日
時
　
Ｈ
30
．
１
／
11
～
３
／
15

の
毎
週
木
曜
日
（
全
10
回
）
17
時

半
～
18
時
半

会
場
　
県
立
温
水
プ
ー
ル
館

対
象
　
市
内
在
住
小
学
生
、
身
長

120
㎝
以
上
（
初
心
者
歓
迎
）

定
員
　
40
人
※
超
過
時
抽
選

参
加
料
　
３
千
200
円
（
保
険
料
込
）

申
込
み
　
12
／
21
㈭
17
時
～
17
時

半
（
時
間
厳
守
）
に
参
加
料
を
添

え
て
、
同
館
☎
�
４
６
１
７

小
山
市
総
合
競
技
選
手
権
大
会

（
柔
道
の
部
）

日
時
　
Ｈ
30
．
１
／
21
㈰
９
時
開
会

会
場
　
県
南
体
育
館
柔
道
場

対
象
　
市
内
在
住
・
通
勤
通
学
者

種
目
　
幼
児
・
小
学
生
～
一
般

参
加
料
　
１
人
100
円

申
込
み
　
小
山
柔
道
会
・
飯
島
☎

�
８
０
８
０

小
山
市
少
年
柔
道
会
部
員
募
集

対
象
　
幼
児
・
小
学
生

稽
古
日
時
　
毎
週
水
曜
日
19
時
～

21
時
、
金
曜
日
19
時
半
～
21
時

半
、
土
曜
日
17
時
45
分
～
20
時

場
所
　
小
山
第
三
中
学
校
柔
道
場

※
体
験
練
習
可
、
体
験
練
習
用
柔

道
着
あ
り

問
小
山
市
少
年
柔
道
会
・
飯
島

☎
�
８
０
８
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
者
向

け
お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

　
Ｈ
30
．
２
／
28
㈬
ま
で
、
小
山

市
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
お
や
ま
（
社
会

福
祉
法
人
洗
心
会
）
利
用
時
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
提
示
す
る

と
ポ
イ
ン
ト
が
５
倍
に
な
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
Ｉ
Ｔ
推
進
課
☎
�
９
３
４
２

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　
12
／
10
㈰
～
16
㈯
ま
で
は
「
北

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

で
す
。
拉
致
問
題
の
解
決
の
た
め

に
は
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認

識
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
人
権
推
進
課
☎
�
９
２
９
２

自
死
遺
族
の
会

日
時
　
12
／
19
㈫
14
時
か
ら

※
申
込
み
不
要
。
偶
数
月
第
３
火

曜
日
開
催

会
場
　
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
課
☎
�
９
６
１
９

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
配
布

　
県
で
は
、
内
部
障
害
や
難
病
の

方
、
ま
た
は
妊
娠
初
期
の
方
な
ど

援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る

こ
と
が
外
見
で
は
分
か
ら
な
い

方
々
が
、
周
囲
の
配
慮
を
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め

に
ス
ト
ラ
ッ
プ
タ
イ
プ
の
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
福
祉

課
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
☎
�
９
６
２
４
・
ＦＡＸ
�

２
３
７
０

公
共
下
水
道
工
事
に
伴
う
交
通
規
制

　
大
字
神
鳥
谷
周
辺
の
主
要
地
方

道
小
山
環
状
線
に
お
い
て
、
Ｈ

31
．
７
月
ま
で
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。
工
事
期
間
中
は
、
時
間
帯

に
よ
り
片
側
交
互
通
行
等
の
交
通

規
制
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
不
便
と
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
下
水
道
課
☎
�
７
８
０
７

文
書
館
休
館
日
の
追
加
に
つ
い
て

　
Ｈ
30
．
４
／
１
㈰
か
ら
、
日
曜

日
が
新
た
に
休
館
と
な
り
ま
す
。

休
館
日
　
日
曜
日
、
月
曜
日
、
祝

日
の
翌
日
、
年
末
年
始
、
館
内
整

理
日
（
第
４
金
曜
）
、
特
別
整
理

期
間

問
同
館
☎
�
７
２
２
２

年
金
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
き
は

　
過
去
５
年
間
に
国
民
年
金
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
き
は
、

最
も
古
い
未
納
期
間
か
ら
納
付
す

る
後
納
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
年
金
額
の
増
額
や

受
給
資
格
期
間
を
確
保
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
す
で

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ
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に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
な
ど
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
過
去
３
年
度
以
前
の
後

納
保
険
料
に
は
、
当
時
の
保
険
料

に
加
算
額
が
付
き
ま
す
。
こ
の
制

度
は
Ｈ
30
．
９
／
30
㈰
ま
で
の
特

例
措
置
の
た
め
、
ご
希
望
の
方
は

早
め
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課
☎
�
９
４
１
６

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
整
備

さ
れ
ま
し
た

　
平
成
29
年
度
事
業
で
は
、
田
間

自
治
会
が
申
請
を
行
い
、
太
鼓
、

衣
装
を
は
じ
め
と
し
た
お
囃
子
道

具
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は

文
化
財
保
護
と
後
継
者
育
成
の
た

め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

問
市
民
生
活
課
☎
�
９
２
４
８

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
ご
協
力
を

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
隔
月

（
奇
数
月
）
に
検
針
員
が
伺
い
、

使
用
量
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
検

針
の
際
に
は
検
針
員
が
敷
地
内
に

入
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
や
周

囲
は
き
れ
い
に
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
②
ペ
ッ
ト
は
出
入
口
や

メ
ー
タ
ー
か
ら
離
れ
た
場
所
で
つ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
③
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
や
車
を
置
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
市
水
道
事
業
で
は
検
針
業
務
・

料
金
の
収
納
業
務
・
開
閉
栓
業
務

等
を
左
記
の
事
業
者
に
委
託
し
て

い
ま
す
。

◆
西
原
・
ヴ
ェ
オ
リ
ア
・
ジ
ェ

ネ
ッ
ツ
・
日
本
環
境
ク
リ
ア
ー
特

定
業
務
委
託
共
同
企
業
体

問
市
水
道
事
業
☎
�
０
３
６
８

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
者
の

申
請
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
の
市
発
注
の
建
設

工
事
、
建
設
工
事
関
連
業
務
委

託
、
建
設
資
材
等
購
入
の
受
注
を

希
望
す
る
業
者
の
方
は
、
建
設
工

事
等
入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請

が
必
要
で
す
。

提
出
書
類
等
　
管
財
課
で
申
請
要

領
、
申
請
書
類
等
を
配
布
。
市
HP

で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

申
込
み
　
Ｈ
30
．
１
／
９
㈫
～
19

㈮
に
管
財
課
へ
郵
送
（
〒
323-

8686
住

所
不
要
　
管
財
課
宛
）

問
同
課
☎
�
９
３
２
３

県
立
学
悠
館
高
等
学
校
説
明
会

日
時
　
12
／
６
㈬
、
Ｈ
30
．
１
／

24
㈬
14
時
か
ら

会
場
　
同
校
（
栃
木
市
沼
和
田
２

‐
２
）
※
駐
車
場
な
し

対
象
　
入
学
・
転
入
学
・
編
入
希

望
者
ま
た
は
保
護
者
等

申
込
み
　
説
明
会
前
日
ま
で
に
中

学
校
を
通
し
て
申
込
み
。
中
学
卒

業
者
は
同
校
へ
直
接
。

問
同
校
☎
０
２
８
２
⒇
７
０
７
３

農
業
用
免
税
軽
油
に
係
る
申
請

　
県
で
は
、
毎
年
１
月
に
農
業
用

の
軽
油
引
取
税
免
税
証
を
一
括
し

て
交
付
し
て
い
ま
す
。
受
付
日
時

等
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

会
場
　
県
庁
小
山
庁
舎
福
利
厚
生

棟
２
階
（
犬
塚
３
‐
１
‐
１
）

そ
の
他
　
朝
一
番
、
午
後
一
番
の

時
間
帯
は
混
雑
し
ま
す
。
更
新
手

数
料
420
円
は
、
つ
り
銭
の
無
い
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
栃
木
県
税
事
務
所
☎
０
２
８
２

�
６
８
８
２

一
般
公
募
上
級
救
命
講
習

日
時
　
12
／
17
㈰
９
時
～
18
時

会
場
　
消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
在
学
者

先
着
20
人
　
※
受
講
無
料

そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装
、
筆

記
用
具
・
昼
食
持
参

申
込
み
　
12
／
１
㈮
～
15
㈮
に
消

防
署
☎
�
６
６
６
６
、
各
分
署
ま

た
は
分
遣
所

第
５
期
小
山
市
障
が
い
福
祉
計
画

（
素
案
）
・
第
１
期
小
山
市
障
が

い
児
福
祉
計
画
（
素
案
）
に
関
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

期
間
　
12
／
１
㈮
～
21
㈭

閲
覧
場
所
　
福
祉
課
、
各
出
張

所
、
市
HP

意
見
の
提
出
　
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
郵
便

（
〒
323-

8686
住
所
不
要
　
福
祉
課

宛
）
、
ＦＡＸ
�
２
３
７
０
、
メ
ー
ル

d
-fu
k
u
s
i@
c
ity.o

y
a
m
a
.

tochigi.jp

ま
た
は
福
祉
課
へ
直
接

問
同
課
☎
�
９
６
０
５

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
事
後
評

価
原
案
の
公
表
お
よ
び
意
見
募
集

対
象
地
区
　
小
山
駅
周
辺
地
区
（
第

二
期
）
、
間
々
田
駅
周
辺
地
区
（
第

二
期
）
、
羽
川
地
区
（
第
二
期
）

閲
覧
　
12
／
１
㈮
～
15
㈮
に
都
市

計
画
課
窓
口
お
よ
び
市
HP

意
見
募
集
　
右
記
期
間
中
に
意
見

を
募
集
し
ま
す

問
都
市
計
画
課
☎
�
９
２
０
２

折
り
紙
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ク
リ

ス
マ
ス
を
飾
る
」

日
時
　
12
／
16
㈯
10
時
か
ら

会
場
　
博
物
館

受
講
料
　
100
円
　
※
折
り
紙
持
参

申
込
み
　
12
／
１
㈮
９
時
か
ら
車

屋
美
術
館
☎
�
０
９
６
８

チ
ュ
ウ
ヒ
の
里
お
や
ま
「
渡
良
瀬
遊

水
地
チ
ュ
ウ
ヒ
の
飛
立
ち
」
観
察
会

日
時
　
Ｈ
30
．
１
／
13
㈯
５
時
15

分
集
合
※
小
雨
決
行
、
雨
天
中
止

集
合
・
解
散
場
所
　
小
山
市
役
所

定
員
　
先
着
30
人
　
※
参
加
無
料

持
ち
物
　
防
寒
具
、
雨
具
、
懐
中
電
灯

申
込
み
　
12
／
1
㈮
～
20
㈬
に
渡

良
瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー
ル
推
進
課

☎
�
９
３
５
４

舞
台
ス
タ
ッ
フ
講
座
～
照
明
～

日
時
　
Ｈ
30
．
１
／
28
㈰
13
時
半
か
ら

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

対
象
　
高
校
生
以
上
10
人

参
加
費
　
500
円

申
込
み
　
12
／
１
㈮
～
Ｈ
30
．
１
／

19
㈮
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
５
５
２

ク
ラ
フ
ト
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時
　
①
12
／
16
㈯
、
②
12
／
23

㈯
13
時
半
～
16
時

会
場
　
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ

フ
ト
館

内
容
　
①
間
々
田
紐
の
く
み
ひ
も

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
・
ス
ト
ラ
ッ
プ
②

デ
ィ
ン
プ
ル
ア
ー
ト
で
作
る
プ
チ

ボ
ッ
ク
ス

参
加
費
　
①
小
学
生
600
円
、
大
人

千
円
、
②
700
円

申
込
み
　
12
／
３
㈰
か
ら
同
館
☎

�
６
４
７
７

冬
休
み
親
子
料
理
教
室
「
親
子
で

楽
し
む
ク
リ
ス
マ
ス
＆
お
正
月
」

日
時
　
12
／
24
㈰
・
25
㈪
10
時
半

～
13
時

会
場
　
道
の
駅
思
川
料
理
実
習
室

対
象
　
市
内
在
住
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
先
着
各
20
人

内
容
　
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
　
ほ
か

参
加
費
　
１
人
千
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
２
枚

申
込
み
　
12
／
５
㈫
か
ら
農
政
課

☎
�
９
２
５
７

小
山
市
す
こ
や
か
長
寿
プ
ラ
ン

２
０
１
８
（
素
案
）
に
関
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

期
間
　
12
／
８
㈮
～
28
㈭

閲
覧
場
所
　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

課
、
各
出
張
所
、
市
HP

意
見
の
提
出
　
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
を
記
入
し
、
郵
便（
〒
323-

8686

住
所
不
要
　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

課
宛
）、
ＦＡＸ
�
９
５
４
３
、
メ
ー

ル

d
-ik
ig
a
i@
city.o

ya
m
a
.

to
ch
ig
i.jp

ま
た
は
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
課
へ
直
接

問
同
課
☎
�
９
５
４
１

宇
都
宮
大
学
お
や
ま
サ
テ
ラ
イ
ト

プ
ラ
ザ
市
民
講
座

日
程
　
Ｈ
30
．
１
／
13
㈯
13
時
半

～
15
時
45
分
（
開
講
式
13
時
半
～

募

集

13　広報小山 2017.12月号

受付日
受付時間・対象地区

9:00 ～ 11:30 13:00 ～ 15:30
H30.1/10 ㈬ 中地区 大谷地区
1/11 ㈭ 寒川地区 穂積地区
1/12 ㈮ 共同・受委託 共同・受委託

1/15 ㈪ 豊田地区
（両毛線南側）

豊田地区
（両毛線北側）

1/16 ㈫ 生井地区 絹地区
1/17 ㈬ 間々田地区 桑地区

1/18 ㈭ 予備日
（全地区）

予備日
（全地区）



13
時
45
分
）
、
１
／
27
㈯
、
２
／

10
㈯
・
24
㈯
13
時
半
～
15
時
半

会
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
セ
ミ

ナ
ー
室

内
容
　
「
東
南
ア
ジ
ア
を
対
象
と

し
た
異
文
化
理
解
と
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
よ
る
経
済
活
性
化
」

定
員
　
先
着
20
人
　
※
参
加
無
料

講
師
　
宇
都
宮
大
学
名
誉
教
授
　

友
松
　
篤
信
氏

申
込
み
　
12
／
25
㈪
ま
で
に
総
合

政
策
課
☎
�
９
２
１
８

島
田
地
区
の
桜
の
里
親

　
結
婚
記
念
、
子
ど
も
や
孫
の
誕

生
祝
、
入
学
・
卒
業
祝
な
ど
、
あ

な
た
も
市
の
花
・
思
川
桜
の
里
親

に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

場
所
　
思
川
右
岸
・
JR
両
毛
線
思

川
橋
梁
上
流
約
300
ｍ
の
区
間

費
用
　
１
本
３
万
円

募
集
本
数
　
先
着
30
本

里
親
の
役
割
　
桜
の
木
周
辺
の
草

取
り
お
よ
び
清
掃
作
業
。
害
虫
駆

除
等
の
困
難
な
作
業
は
市
で
行
う

申
込
み
　
12
／
８
㈮
～
25
㈪
の
平

日
８
時
半
～
17
時
に
道
路
課
☎
�

９
８
２
７
　
※
電
話
申
込
み
不
可

青
少
年
相
談
員

内
容
　
教
育
や
子
育
て
な
ど
、
青
少

年
に
関
す
る
面
接
相
談
の
対
応
業
務

資
格
等
　
臨
床
心
理
士
、
臨
床
発

達
心
理
士
お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る

有
資
格
者
で
、
相
談
業
務
の
経
験

が
あ
る
60
歳
以
下
の
方
１
人

勤
務
時
間
等
　
８
時
半
～
17
時
15

分
、
月
12
日
勤
務（
シ
フ
ト
制
）

任
期
　
Ｈ
30
．
４
／
１
㈰
か
ら
任

期
２
年
間

申
込
み
　
12
／
27
㈬
ま
で
に
生
涯

学
習
課
☎
�
９
６
６
７

※
後
日
面
接
の
連
絡
を
し
ま
す

お
や
ま
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
事
業

　
小
山
産
の
農
畜
産
物
な
ど
の
農

資
源
を
活
用
し
た
新
商
品
や
新

サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
、
お
や
ま
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
創

出
事
業
の
追
加
募
集
を
し
ま
す
。

募
集
要
件
　
①
生
産
、
加
工
、
販
売

な
ど
連
携
し
た
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
こ
と
②
申
請
者
は
、
農
業
者
・
農

業
団
体
が
必
ず
入
っ
て
い
る
こ
と
③
小

山
産
の
農
畜
産
物
な
ど
を
利
用
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
こ
と

募
集
項
目
　
一
般
品
目
上
限
50
万

円
、
重
点
品
目
上
限
70
万
円

申
込
み
　
12
／
28
㈭
ま
で
に
農
政

課
☎
�
９
２
５
４

寒
川
公
民
館
子
育
て
広
場

日
時
　
Ｈ
30
．
１
／
18
㈭
10
時
～
11
時
半

会
場
　
寒
川
公
民
館
和
室

内
容
　
親
子
で
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う

講
師
　
石
川
　
順
子
氏

対
象
　
未
就
園
児（
０
～
３
歳
）と

そ
の
保
護
者
10
組
　
※
参
加
無
料

申
込
み
　
同
館
☎
�
１
０
０
２

小
山
市
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
推
進
事
業
者

　
男
女
共
に
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る

事
業
者
を
認
定
し
、
取
組
内
容
を

広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

対
象
　
以
下
の
項
目
に
当
て
は
ま

る
市
内
事
業
者
①
仕
事
と
家
庭
生

活
の
調
和
を
図
る
た
め
の
積
極
的

な
取
組
②
女
性
労
働
者
の
能
力
発

揮
を
促
進
す
る
た
め
の
積
極
的
な

取
組
③
地
域
に
お
け
る
子
育
て
、

ふ
れ
あ
い
活
動
等
の
地
域
貢
献
活

動
を
推
進
す
る
た
め
の
積
極
的
な

取
組

※
詳
細
は
市
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
男
女
共
同
参
画
課
☎
�
８
０
７
８

本
場
結
城
紬
「
紬
織
物
製
織
伝
習

生
・
紬
織
物
技
術
研
究
生
」

研
修
内
容
　
◆
伝
習
生
▽
結
城
紬

の
製
織
に
関
す
る
基
礎
的
な
知

識
・
技
術
を
習
得
◆
研
究
生
▽
結

城
紬
に
関
す
る
全
般
的
な
技
術
を

習
得

定
員
　
伝
習
生
８
人
・
研
究
生
２

人
※
両
生
の
上
限
は
８
人
い
な
い

選
考
方
法
　
書
類
審
査
・
面
接
試
験

※
面
接
は
Ｈ
30
．
１
／
24
㈬
を
予
定

合
否
発
表
　
Ｈ
30
．
１
／
31
㈬

申
込
み
　
12
／
１
㈮
～
Ｈ
30
．
1

／
12
㈮
に
必
要
書
類
を
提
出

※
詳
細
は
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
紬
織
物
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

�
０
０
０
９

小
山
高
専
公
開
講
座
（
無
料
）

◆
も
の
づ
く
り
教
室「
歩
く
お
も

ち
ゃ
を
作
ろ
う
」▽
12
／
２
㈯
９

時
～
正
午
▽
小
学
校
高
学
年
～
中

学
生
12
人
◆
サ
イ
エ
ン
ス
・
キ
ッ

ズ
・
プ
ラ
ス「
親
子
で
ハ
イ
テ
ク
・

ロ
ボ
ッ
ト
を
作
ろ
う
！
」▽
12
／

９
㈯
９
時
～
正
午
▽
小
学
校
低
学

年（
４
年
生
ま
で
）と
そ
の
保
護
者

10
組
◆
自
律
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
制
作

と
制
御
▽
12
／
10
㈰
10
時
～
15
時

▽
中
学
生
６
人

申
込
み
　
同
校
☎
⒇
２
１
９
７

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
後
期
講
座

◆
骨
盤
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
▽
Ｈ
30
．

１
／
10
か
ら
毎
週
水
曜
日
９
時
～
10

時（
全
11
回
）▽
30
人
▽
３
千
300
円
◆

初
め
て
の
ヨ
ガ
教
室
基
本
姿
勢
編
▽

Ｈ
30
．
１
／
10
か
ら
毎
週
水
曜
日
19

時
半
～
20
時
半（
全
11
回
）▽
30
人
▽

３
千
300
円
◆
初
心
者
向
け
太
極
拳
教

室
▽
Ｈ
30
．
１
／
11
か
ら
毎
週
木
曜

日
19
時
半
～
21
時（
全
12
回
）▽
20
人

▽
３
千
600
円
◆
ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ガ
教

室
▽
Ｈ
30
．
１
／
17
か
ら
毎
週
水
曜

日
10
時
半
～
11
時
半（
全
10
回
）▽
30

人
▽
３
千
円
◆
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
教

室
▽
Ｈ
30
．
１
／
19
か
ら
毎
週
金
曜

日
19
時
半
～
20
時
半（
全
11
回
）▽
30

人
▽
３
千
円
◆
中
高
年
の
女
性
向
け

ヨ
ガ
＆
体
幹
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
▽
Ｈ

30
．
１
／
22
か
ら
毎
週
月
曜
日
①
10

時
～
11
時
②
11
時
半
～
12
時
半（
全

９
回
）▽
各
20
人
▽
２
千
700
円
◆
和

の
ブ
ロ
ー
チ
作
り
▽
Ｈ
30
．
１
／

23
㈫
13
時
半
～
15
時
半
▽
20
人
▽
千

円
◆
ス
ロ
ー
ヨ
ガ
教
室
▽
Ｈ
30
．
１

／
23
か
ら
毎
週
火
曜
日
14
時
～
15
時

（
全
10
回
）▽
30
人
▽
３
千
円
◆
フ
ラ

ダ
ン
ス
教
室
▽
Ｈ
30
．
１
／
23
か
ら

毎
週
火
曜
日
15
時
45
分
～
16
時
45
分

（
全
10
回
）▽
30
人
▽
３
千
円

申
込
み
　
12
／
５
㈫
10
時
か
ら
同

セ
ン
タ
ー
☎
�
９
１
１
１

初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
よ
ろ
ず
無

料
相
談

日
時
　
12
／
９
㈯
・
16
㈯
13
時
半

～
15
時
半

会
場
　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

定
員
　
各
先
着
15
人
程
度

※
パ
ソ
コ
ン
持
込
み
可
・
貸
出
可

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
⒇
５
５
６
２

県
立
筑
西
産
業
技
術
専
門
学
院
生

募
集
訓
練
科
　
機
械
シ
ス
テ
ム

科
、
電
気
工
事
科
、
金
属
加
工
科

試
験
日
　
12
／
15
㈮

年
間
授
業
料
　
11
万
８
千
800
円
※

金
属
加
工
科
は
無
料

申
込
み
　
12
／
11
㈪
ま
で
に
同
学

院
☎
０
２
９
６
�
１
７
１
４

C
O

O
L C

HO
IC

E 

と
ち
ぎ
チ
ャ

レ
ン
ジ
！
２
０
１
７

　
応
募
者
全
員
に
、
協
力
店
で
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
「
認
定
証
」

を
、
ま
た
、
抽
選
で
協
賛
店
か
ら
の

「
協
賛
品
」
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
７
／
１
㈯
～
12
／
31

㈰
の
期
間
中
、
県
内
の
販
売
店
舗

で
対
象
商
品
を
買
い
換
え
た
県
内

在
住
・
通
勤
通
学
者

対
象
商
品
　
①
冷
蔵
庫
、
②
テ
レ

ビ
、
③
エ
ア
コ
ン
、
④
温
水
洗
浄

便
座
、⑤
Ｌ
Ｅ
Ｄ（
電
球
・
ラ
ン
プ
・

照
明
器
具
）※
①
～
④
は
統
一
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
ラ
ベ
ル
多
段
階
評
価

で
星
４
以
上
が
対
象

応
募
方
法
　
Ｈ
30
．
１
／
10
㈬

ま
で
にC

O
O

L
 C

H
O

IC
E

 

と

ち
ぎ
総
合
サ
イ
ト
（h

ttp
s
:/
/

c
o
o
lc
h
o
ic
e
to
c
h
ig
i.jp/

）
ま

た
は
販
売
店
等
に
設
置
の
応
募
用
紙

を
郵
送
（
〒
329-

1198
宇
都
宮
市
下
岡

本
町
２
１
４
５-

１
３
）
ま
た
は
ＦＡＸ

０
２
８
・
６
１
２
・
６
６
１
１

問
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
８
・
６
７
３
・
９
１
０
１

第
24
回
新
春
小
中
学
校
・
義
務
教

育
学
校
書
初
め
コ
ン
ク
ー
ル

日
時
　
Ｈ
30
．
１
／
19
㈮
～
22
㈪

９
時
半
～
17
時（
最
終
日
は
16
時
）

会
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

課
題
　
１
年
生「
さ
く
ら
」、
２
年

生「
あ
さ
日
」、
３
年
生「
お
も
い

川
」、
４
年
生「
美
し
い
空
」、
５

年
生「
水
の
流
れ
」、
６
年
生「
緑

の
大
地
」、
中
学
１
年
生
・
義
務

教
育
学
校
７
年
生「
古
城
春
色
」、

２
年
生
・
８
年
生「
小
山
評
定
」、

３
年
生
・
９
年
生「
歴
史
伝
説
」

※
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
を
記
入

用
紙
　
横
24
㎝
×
縦
77
㎝

申
込
み
　
Ｈ
30
．
１
／
８
㈪
～
14

㈰
９
時
～
17
時
に
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
持
参

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
１
１
１
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コース名 日時・受講料・定員
実践計測技術 H30.1/4.5·9:30～16:10·7,000円·10人
マイコンによる計測データ処理技術 H30.1/6.13.20.27·9:30～16:10·17,000円·10人
鉛フリーはんだ付け技術 H30.1/13.20·9:30～16:10·10,000円·10人
数値処理によるＰＬＣ制御技術 H30.1/13.20·9:00～17:30·12,600円·10人
アナログ回路の設計・評価技術（ダイ
オード・トランジスタ編） H30.1/13.20.27·9:30～16:10·10,800円·10人

実践的ＰＬＣ制御技術（ＦＡ制御編） H30.1/18.19·9:30～16:10·6,500円·10人
実用 DC-DC コンバータとトランス設
計技術 H30.1/27.2/3·9:30～16:10·8,300円·10人

関東職業能力開発大学校・能力開発セミナー 申込み　同校☎31-1733

第
２
回
お
や
ま
広
報
大
使
だ
い
す
キ
ッ
ズ

感
謝
祭
＆
メ
ン
バ
ー
募
集

12
／
10
㈰
13
時
開
場
、
14
時
開
演
▽
文
化

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
▽
観
覧
無
料
、
自
由

席
、
ど
な
た
で
も
入
場
可
▽
メ
ン
バ
ー
は

随
時
募
集
▽
だ
い
す
キ
ッ
ズ
代
表
・
芳
賀

☎
０
９
０
・
２
５
３
７
・
２
８
３
５

岩
下
淳
子
＆
フ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ェ
ク
・
ホ
ス
ト

ク
リ
ス
マ
ス
　
デ
ュ
オ
・
リ
サ
イ
タ
ル

12
／
10
㈰
13
時
半
開
場
、
14
時
開
演
▽
文

化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
▽
全
席
自
由
▽
前

売
り
３
千
円
・
当
日
３
千
500
円
▽
荒
川
☎

０
９
０
・
８
８
０
０
・
７
５
４
０

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
２
０
１
７
苺
い
ち
笑

（
い
ち
ご
い
ち
え
）

12
／
10
㈰
15
時
～
18
時
半
（
14
時
半
受

コース名 日時・受講料・定員
3 次 元 機 械
CAD②

H30.1/10～12・9:00～
16:00・3,520円・5人

アーク溶接特
別教育②

H 3 0 . 2 / 7 ～ 9 ・ 9 : 0 0 ～
17:00・4,950円・20人

技術講習会開催
（栃木県立県南産業技術専門校）

申込み　開講日の10日前までに
　　　　同校☎0284-91-0803

12月の行政テレビ　　
問秘書広報課☎22-9353

時期 市役所からこんにちは 広報番組

上旬 ■新たなおやまブランド募
集■税制改正について　等

■交通ルールを守る、大切
な命を守る

中旬 ■年末の交通安全市民総ぐ
るみ運動　等 ■いきいき百歳体操

下旬 ■小山の初市・だるま市等 ■生涯学習テレビ大学
「小山ビデオクラブって？」

月間 ■イベント情報　■英会話講座「G'day OYAMA」

テレビ小山放送㈱ケーブルテレビへの加入が必要で
す。デジタル101chを選択してください。

平
成
29
年
秋
の
叙
勲
・

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
・
褒
章

永
年
に
わ
た
り
各
界
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が

評
価
さ
れ
、
５
人
の
方
が
叙
勲
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
）

中な
か
の野

　
晴は

る
な
が永 

氏
（
天
神
町
）

県
教
委
下
都
賀
教
育
事
務
所
長
、

小
山
第
三
中
校
長
、
野
木
町
教
育

長
な
ど
を
歴
任
。

瑞
宝
単
光
章
（
警
察
）

知ち

く久
　
悟さ

と
る 

氏
（
暁
）

１
９
６
８
年
警
視
庁
入
庁
。
主
に

警
備
門
を
歩
み
、
２
０
０
６
年
牛

込
署
警
視
で
退
職
。

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
）

齊さ
い
と
う藤

　
守ま

も
る 

氏
（
下
初
田
）

１
９
７
６
年
小
山
市
消
防
団
に
入

団
。
２
０
１
０
年
副
団
長
で
退
団
。

消
防
庁
長
官
表
彰
。

瑞
宝
双
光
章
（
児
童
福
祉
）

岩い
わ
さ
き﨑

　
正し

ょ
う
い
ち一 

氏
（
城
山
町
）

１
９
８
３
年
か
ら
つ
く
し
保
育
園

園
長
。
小
山
市
立
保
育
園
協
議
会

長
な
ど
歴
任
。
厚
労
省
表
彰
。
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み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ

※
詳
し
く
は
各
連
絡
先
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
営
利
・
営
業
活
動
等
を
目
的
と
し
た

記
事
の
掲
載
は
で
き
ま
せ
ん

付
開
始
）
▽
い
ち
ご
の
里
（
大
川
島

４
０
８
）
▽
25
～
50
歳
の
方
（
男
性
は

市
内
在
住
・
在
勤
者
）
▽
男
女
各
先
着

25
人
▽
男
性
５
千
円
・
女
性
２
千
円
▽

要
申
込
み
▽
小
山
商
工
会
議
所
青
年
部

事
務
局
・
柴
原
☎
�
０
２
５
３

キ
ッ
ズ
あ
つ
ま
れ
！
無
料
お
琴
・
折
り

紙
・
科
学
体
験
参
加
者
募
集

12
／
17
㈰
13
時
か
ら
▽
白
鷗
大
学
本

キ
ャ
ン
パ
ス
▽
５
歳
～
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
▽
白
鷗
大
学
箏
曲
部
・
中
村
☎

０
９
０
・
２
４
７
５
・
５
３
３
４

中
央
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
　
ク
リ
ス
マ
ス

ラ
イ
ブ

12
／
23
㈯
14
時
～
16
時
▽
同
ス
ク
ー
ル

ス
カ
ラ
ホ
ー
ル
▽
入
場
料
金
１
人
千
300

円
▽
同
ス
ク
ー
ル
☎
�
３
７
１
５

新
春
書
初
め
席
上
揮
毫
大
会

Ｈ
30
．
１
／
３
㈬
９
時
～
正
午
▽
道
の

駅
思
川
小
山
評
定
館
▽
幼
稚
園
児
・

小
・
中
学
生
▽
先
着
60
人
▽
12
／
20
㈬

ま
で
に
要
申
込
み
▽
併
催
・
開
運
の
試

筆
・
大
人
と
こ
ど
も
の
作
品
展
▽
Ｈ

30
．
１
／
４
㈭
～
６
㈯
10
時
～
16
時
▽

藤
澤
☎
・
ＦＡＸ
�
７
８
３
２

春
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
英
語
研
修
・
文
化

交
流
な
ど
▽
英
国
・
カ
ナ
ダ
・
サ
イ

パ
ン
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
フ
ィ

リ
ピ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
▽
３
／
22
㈭

～
４
／
４
㈬
（
６
～
10
日
間
）
▽
小

３
～
高
３
▽
参
加
費
22
万
８
千
円
～

45
万
８
千
円
▽
２
／
１
㈭
ま
で
に

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
☎

０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１

三
遊
亭
円
楽
特
別
講
座

Ｈ
30
．
１
／
24
㈬
13
時
半
～
15
時
▽
中

央
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
ス
カ
ラ
ホ
ー
ル
▽

先
着
200
人
▽
観
覧
無
料
・
要
申
込
み
▽

同
ス
ク
ー
ル
☎
�
３
７
１
５

※
受
賞
者
の
う
ち
お
一
人
は
、
ご
本
人
の
希
望
に
よ
り
掲
載

し
て
お
り
ま
せ
ん



すこやか通信
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メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～
（無料・要申込）
日　時　12月21日㈭13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　40歳以上の市民
　　　　（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲
　　　　み物、タオル、ヨガマット
　　　　（お持ちの方）
申込み　☎22�9607

第7回小山の地域医療を考える市民会議
日　時　12月 15日㈮ 18:30～ 20:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
申込み　健康増進課地域医療推進室
　　　　☎27�0500

乳幼児健康相談（予約制）
期　日　1月17日㈬
計測のみの方　9:00～11:00
相談ありの方①9:00～   ②9:30～
　　　　　　③10:00～ ④10:30～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　12月8日㈮から☎22�9527

マシンを使った高齢者筋力向上ト
レーニング「金曜コース」（要申込）
会　場　保健センター分室（花垣町）
対　象　65歳以上の介護認定を受
　　　　けていない方、医師からの
　　　　運動制限がなく市が定める
　　　　禁止基準に該当しない方
※利用は年度1人2回まで
費　用　1,500円
回　数　1コース12回（週1回、3カ月）
※9:30 ～ 16:00の間で自由利用
※初回オリエンテーション　定員1日6人
申込み　地域包括ケア推進課
　　　　☎22�9616・9647

乳児健診
（受診日･会場は通知参照）
＊平成29年9月･10月生まれの乳児対象

期　日 会　場
2月15日㈭・19日㈪
3月15日㈭・19日㈪ 保健・福祉センター

2月8日㈭、3月8日㈭ 健康医療介護総合支援センター

受　付　13:00 ～ 14:00
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22�9527

もぐもぐひろば（要申込）
日　時　1月31日㈬9:45 ～ 11:00
　　　　（受付9:30 ～）
会　場　保健・福祉センター
対　象　離乳食中の児とその保護者
内　容　離乳食のお話
　　　　みんなでトーキング
定　員　先着20組
申込み　1月5日㈮8:30 ～
　　　　☎22�9527

マタニティクラス
（はじめての妊娠コース）
日時・内容
①1月19日㈮9:30 ～ 14:40
　オリエンテーション／サポート制
度／管理栄養士講話／調理実習・試
食／産婦人科医師講話／みんなで
トーキング
②2月18日㈰13:10 ～ 16:00
　家族学級（家族での参加可）／赤
ちゃんのお風呂のお話と実習／妊婦
疑似体験／助産師講話
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳、
　　　　①はエプロン・三角巾
受講料　テキスト250円
　　　　調理実習材料代600円
申込み　☎22�9527

３歳児健診（全地区）
（受診日は通知参照）
＊平成26年11月･12月生まれの幼児対象
期　日　2月9日㈮･14日㈬･28日㈬
　　　　3月7日㈬･16日㈮･22日㈭
受　付　13:00 ～ 14:00
会　場　保健・福祉センター
持ち物　 母子健康手帳、問診票
問☎22�9527

9か月児健康相談
（受診日・会場は通知参照）
＊平成29年4月･5月生まれの乳児対象

期　日 会　場
2月15日㈭・19日㈪
3月15日㈭ 保健・福祉センター

2月8日㈭・3月8日㈭ 健康医療介護総合支援センター

受　付　9:30 ～ 10:15
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22�9527
1歳6か月児健診
（受診日･会場は通知参照）
＊平成28年7月･8月生まれの幼児対象

期　日 会　場
2月7日㈬・21日㈬
3月1日㈭・14日㈬ 保健・福祉センター

2月16日㈮・3月20日㈫ 健康医療介護総合支援センター

受　付　13:00 ～ 14:00
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22�9527
2歳児歯科健診（全地区）
（受診日･時間は通知参照）
＊平成28年2月･3月生まれの幼児対象
期　日　2月7日㈬・21日㈬
　　　　3月14日㈬・22日㈭
受　付　① 9:15 ～ 9:45
　　　　② 10:15 ～ 10:45
会　場　保健・福祉センター
持ち物　 母子健康手帳、問診票
問☎22�9527

1月の集団検診追加日程（要申込）

検診日
・受付時間

検診項目
会　場基本健診

（特定・後期・ヤング）
がん 女性がん 骨粗しょ

う症胃・肺・大腸 前立腺 子宮 乳
10 ㈬

 8:00
～ 10:30

○ ○ ○ ○ ○ ○

保健・福祉センター

11 ㈭ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 ㈮ ○ ○ ○ × × ×
14 ㈰ ○ ○ ○ ○ ○ ○
22 ㈪ ○ ○ ○ ○ ○ ○
26 ㈮ ○ ○ ○ ○ ○ ○

申込み　健康増進課窓口または下記までご連絡ください。
　　　　・健康増進課☎22-9522・9523
　　　　・国保年金課☎22-9418・9413
　　　　折り返し「集団健診のお知らせ（問診票）」を送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ(問診票)、②受診券（基本健診受診者のみ）、③健康保険証
❖1月の日程は基本的にすべての検診項目を実施する男女混合の検診です。
　ただし、1月12日㈮のみ女性がん（子宮・乳）の検診は実施しません。

※検診日はこちらで割り振りをいたします。日にちの指定はできません
※受診日は「集団健診のお知らせ(問診票)」をご覧ください
※骨粗しょう症検診（700円※70歳は無料）は、検診当日40・45・50・55・60
　・65・70歳の女性市民が対象となります。ご希望の方は、検診当日に年齢が確認
　できるものを持参してください（事前申込み不要）

開運おやま健康マイレージの「健康
パスポート」をご存知ですか？
　ポイント10点で応募でき、市内

「サポート店」で割引等のサービス
が受けられます。サポート店も随時
募集中です。　問☎22�9532

健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）
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薬物依存症家族の集い
日　時　1月11日㈭13:30～15:00
会　場　栃木県庁小山庁舎（犬塚3-1-1）
内　容　薬物依存症ってなんだろう？家族はどう関わった
ら良いのかわからない…同じような問題を抱えている他の
ご家族と一緒に話してみませんか？
※初めて参加される方は、職員による事前面談があります
申込み　県南健康福祉センター生活衛生課☎22�6119

食生活改善推進員による
「健康料理教室」参加者募集
期　日　12月15日㈮　会　場　絹公民館
内　容　減塩を考えたお正月にも役立つ料理
対　象　市内在住成人・先着20人
持ち物　エプロン・三角巾
参加費　600円程度
申込み　12月8日㈮までに☎22�9607

▪夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251�7（健康医療介護
　　　総合支援センター内）
☎39�8880・FAX39�8882
受付　診療終了 15分前まで

※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

▪休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251�7（健康医療介護
　　　総合支援センター内 )
☎39�8881・FAX39�8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）
10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急患歯科診
療所の南側に夜間休日対応の院外薬局（3薬
局）があります

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00

日曜・祝日・振替
休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

1 月の一次救急医療機関

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2�4�3 ☎44�7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1�15�4 ☎53�1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31�1331
④ 杉村病院 小山市城山町2�7�18 ☎25�5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45�7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320�2 ☎0280�57�1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話で
確認してください。各医療機関で
は、夜間、医師が交代で当直制を
とっており、希望する治療が困難
な場合もあります。

▪救急医療機関当番
　カレンダー内番号が、当番医療
機関となります。

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27�0500

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥

7 8 9 10 11 12 13
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
14 15 16 17 18 19 20
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
21 22 23 24 25 26 27
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
28 29 30 31
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤

急な発熱・頭をぶつけた・嘔吐、
けいれんなど病院に行くか判断に困ったら

とちぎ子ども救急電話相談　#8000
月～土18:00 ～翌朝8:00　日・祝日8:00 ～翌朝8:00

※ダイヤル電話・IP電話・PHSご利用の場合は、
　☎028�600�0099

救急車を呼ぶ？病院に行く？
迷ったときは（概ね15歳以上）

とちぎ救急医療電話相談　#7111
毎日18:00 ～ 22:00

※ダイヤル電話・IP電話・PHSご利用の場合は、
　☎028�623�3344

　脳の血管が詰まったり（脳梗塞）、脳の血管が破れたり（脳出血・くも膜下出血）して、その先の細胞に
栄養が届かなくなって細胞が死んでしまう病気で、小山市民の死因で第 3 位を占める病気です。
　脳卒中は後遺症が残ることも多く、寝たきりなどの要介護状態となる最大の原因にもあげられますので、
普段から脳卒中の初期症状を覚えておき、気がついたら勇気を出してすぐに 119 番！

◆◇◆脳卒中の初期症状◆◇◆
～気になったら、顔 ･腕 ･言葉・視野を確認～
・顔……顔の片側が下がり、ゆがみがある
・腕……片腕に力が入らない
・言葉…言葉が出てこない、ろれつが回らない
・視野…片方の目が見えない、物が 2 つに見える、視野の半分が欠ける
ほかに、激しい頭痛・力はあるのに立てないことも要注意です。
⇒ひとつでも当てはまればすぐに救急車を呼びましょう！
脳卒中は時間との闘いです。脳梗塞の場合、発症後４時間半以内
でないと最新の治療が受けられません。一刻も早く病院へ !!

◆その行動の積み重ねが、脳卒中に
つながります！
・食べすぎ　・お酒の飲み過ぎ
・運動不足　・喫煙
・塩分の摂り過ぎ　など
　脳卒中は生活習慣を見直すことで、
予防することができます。

脳卒中ってどんな病気？
～症状に気づいたらすぐに119番～

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

問健康増進課☎22–9520



◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 21㈰ 9:30〜12:30 生活安心課☎22–9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 26㈮10:00〜12:00 男女共同参画課☎22–8078

※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）
心配ごと相談予約制

（生活全般の相談）
 9･23㈫

10:00〜12:00
社会福祉協議会☎22–9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 11㈭10:00〜12:00 福祉課☎22–9619

◎
通
常
相
談

　月
～
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30〜17:15 生活安心課☎22–9282

家庭児童相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課
☎22–9626

ひとり親家庭相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課
☎22–9627婦人相談 9:00〜17:00

認知症相談
8:30〜17:15 地域包括ケア推進課

☎22–9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30〜17:15 地域包括ケア推進課

☎22–9852

青少年相談
面接予約制
9:00〜17:00

青少年相談室
☎25–4002

電話相談
10:00〜17:00

☎25–4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00〜17:00 外国人地域支援センター

☎23–1042
外国人相談 8:30〜17:15 外国人相談室☎22–9439

消費生活相談 9:00〜16:00 消費生活センター
☎22–3711

県民相談 9:00〜16:00 小山県民相談室
☎22–9164

労働相談 8:30〜17:15 小山労政事務所
☎22–4032

こころの
ダイヤル

9:00〜17:00 県精神保健福祉センター
☎028–673–8341

※第2･4水曜日9:30〜11:30 は
　医療相談

ＤＶ相談 9:00〜17:00 配偶者暴力相談支援
センター☎22–9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 13㈯10:00〜12:00
17㈬13:30〜15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22–9282

登記相談予約制 10㈬10:00〜12:00 司法書士・土地家屋調査士
交通事故相談予約制 9･23㈫10:00〜15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員
税金なんでも相談予約制 11㈭13:30〜15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 17･24㈬10:00〜12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為

等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 1月はお休みです 宅建協会による土地･建物に関する相談
家庭内困りごと相談予約制 21㈰13:30〜16:10 元家庭裁判所調査官
人権相談 12㈮10:00〜15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22–9292

子育て家庭生活相談
予約制

17㈬ 9:30〜11:30
27㈯14:00〜16:00 場所：中央公民館

子育て
包括支援課
☎22–9664

13㈯14:00〜16:00
31㈬ 9:30〜11:30 場所：大谷出張所

13㈯14:00〜16:00
24㈬ 9:30〜11:30 場所：間々田出張所

10㈬ 9:30〜11:30 場所：桑出張所
17㈬ 9:30〜11:30 場所：豊田出張所

心配ごと相談
（生活全般の相談）

  9･23㈫
13:00〜15:00

16･30㈫
10:00〜15:00

場所：社会福祉協議会
16･30㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉
協議会
☎22–9501

こころの相談予約制 23㈫14:00〜15:30 場所：福祉課 福祉課
☎22–9619

精神保健福祉相談予約制 9㈫13:00〜15:00 精神科医師　県南健康福祉センター☎22-6192
※保健師相談の場合は随時（予約時に日時確認）

女性のための心の相談予約制 22㈪13:30〜16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22–8078
創業･経営･キャリア
相談予約制

 6･20㈯
13:00〜17:00 中小企業診断士　工業振興課☎22–9396

ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22–9282 へお問合せください。月の相談 1

◎白鷗法律相談（無料）　弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時　間 受付件数 実施場所 申込み受付

15･22㈪ 16:25〜17:05（40分間）
17:15〜17:55（40分間） 各日先着2人 白鷗大学東キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20–8110
受付12/18㈪から　時間9:00〜16:30
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図書館つうしん（1月分）

■おはなし会

※会場の記載が無いものは中央図書館

名称（会場） 日　時
おはなしこんにちは 10 ㈬ 10:30
おやま分館ピッコロおは
なし会（小山分館） 12 ㈮ 11:00

おはなしメロディ 14 ㈰ 14:00
ままだ分館おはなしかい
(間々田分館) 16 ㈫ 15:30

おはなしウェンディ0・1・2 17 ㈬ 11:00
おこれんのおはなし会 21 ㈰ 14:00
はなしのこべやおはなしかい 28 ㈰ 14:00

日　時 会　場

10 ㈬ 10:10 〜 11:00 もみじ保育所
13:10 〜 14:00 豊田南小学校

11 ㈭
10:00 〜 10:30 大谷南小学校
13:00 〜 13:40 網戸小学校

12 ㈮
10:10 〜 10:40 萱橋小学校
12:50 〜 13:40 大谷東小学校

16 ㈫
10:00 〜 10:30 寒川小学校
12:50 〜 13:40 乙女小学校

17 ㈬
  9:55 〜 10:35 中小学校
13:00 〜 13:50 間々田小学校

18 ㈭
10:00 〜 10:30 羽川小学校
12:50 〜 13:30 下生井小学校

19 ㈮
10:00 〜 10:30 絹義務教育学校
13:00 〜 13:50 羽川西小学校

23 ㈫
10:10 〜 10:50 中久喜保育所
12:50 〜 13:40 間々田東小学校

24 ㈬
10:10 〜 11:00 絹保育所
13:10 〜 14:00 豊田北小学校

25 ㈭
10:30 〜 11:20 小山東ニュータウン
12:40 〜 13:10 穂積小学校

■移動図書館「せきれい」
　巡回日程

■ 1 月の各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21-0750
　1㈪・2㈫・3㈬・9㈫・15㈪・22㈪・25㈭・29㈪
　正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎22-9575
　1㈪・2㈫・3㈬・8㈪・9㈫・15㈪・22㈪・25㈭・29㈪
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎41-6230
　1㈪・2㈫・3㈬・8㈪・9㈫・15㈪・22㈪・25㈭・29㈪
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館
　日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22-4544
　1㈪・2㈫・3㈬・8㈪・9㈫・15㈪・22㈪・25㈭・29㈪
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用返
　却ポスト」へ
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館から
の借用資料は、破損の恐れがありますのでポ
ストへの返却はご遠慮ください

●年末年始の休館のお知らせ　　　　　　　　　問中央図書館☎21-0750
　中央図書館・小山分館・間々田分館・桑分館は、12/28㈭〜 H30.1/3㈬の間、
資料整理と年末年始のため休館となります。12/29㈮〜 1/3㈬の図書の返却は、
中央図書館正面入口の返却ポストのみご利用が可能です。各分館の返却ポストへ
は返却できませんのでご注意ください。
　なお、他の休館日は通常どおり各館の「返却ポスト」をご利用いただけます。



納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長
■1月は市県民税（普通徴収）
4期、国民健康保険税（普通徴
収）・後期高齢者医療保険料（普
通徴収）・介護保険料（普通徴
収）7期の納期月です。納期限は1
月31日㈬です。
■コンビニ納付や月曜日～木曜
日（祝日除く）19:00までの納
税窓口延長もご利用ください。
■1月の日曜納税相談窓口は1月
28日㈰8:30～17:15です。
問納税課☎22–9442

日

　時

1月6日㈯・13日㈯・14日㈰・20日㈯・21日㈰・27日㈯・28日㈰
各8:30 ～ 17:15

※1月7日㈰は、コンピューターの保守点検のため、市民課・城南出張所 
　の窓口を閉庁します（市内3 ヵ所の自動交付機を含む）
※1月4日㈭の週および9日㈫の週は、市民課窓口が大変混雑すると予想
　されますので、ご面倒をおかけしますが、可能な範囲で日にちをずら
　して来庁されますようお願いします

平日の毎日19:00まで延
長します※取扱い業務に
ついてはお問合せください
問市民課☎22–9402

祝日の届出（死亡・出生・
婚姻等）は、本庁舎北側
入口の宿直室にて受付し
ます。夜間等、緊急な場
合は、宿直室☎22–9420
へご連絡ください。

場

　所
市民課☎22–9402
小山城南出張所☎31–3650　※小山城南出張所は月曜定休
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1月 カレンダー広報

政光くん・寒川尼ちゃん

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※カレンダーの内容は、11月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

名　称 時　間 会　場 問　合　せ
1 日 ㈪ 元日
2 日 ㈫
3 日 ㈬

4 日 ㈭
市役所は 4 日から始まります
第 18 回ニューイヤー・ロビーコンサート 12:20 ～ 12:50 市役所正面玄関ロビー 行政経営課☎22–9318

5 日 ㈮
6 日 ㈯
7 日 ㈰ みんなで歩け歩け運動 8:45 ～ 栃木駅（北口）集合 生涯スポーツ課☎21–2695

8 日 ㈪

成人の日

小山の初市（だるま市） ＪＲ小山駅西口祇園城通り
およびまちの駅思季彩館 商業観光課☎22–9273

第 68 回県南五市対抗親善駅伝競走大会 足利市～小山市 （公財） 市体育協会☎30–5856
9 日 ㈫

10 日 ㈬
11 日 ㈭
12 日 ㈮

13 日 ㈯

チュウヒの里おやま「渡良瀬遊水地チュウ
ヒの飛立ち」観察会　※ 要申込み 5:15 ～ 市役所集合・解散 渡良瀬遊水地ラムサール推進課

☎22-9354
宇都宮大学おやまサテライトプラザ市民講
座①「東南アジアを対象とした異文化理解
とインバウンドによる経済活性化」

13:30 ～ 15:45 生涯学習センターセミナー室 総合政策課☎22–9218

ほっしー★おやま号太陽観測会 11:00 ～ 12:30 博物館駐車場
博物館☎45–5331

ほっしー★おやま号天体観望会 18:00 ～ 19:30 生井公民館
14 日 ㈰
15 日 ㈪
16 日 ㈫
17 日 ㈬
18 日 ㈭ 寒川公民館子育て広場　※要申込み 10:00 ～ 11:30 寒川公民館和室 寒川公民館☎38–1002
19 日 ㈮
20 日 ㈯
21 日 ㈰
22 日 ㈪
23 日 ㈫
24 日 ㈬
25 日 ㈭
26 日 ㈮ 高齢者・障がい者対象「ふれあい入浴」サービス ※ 無料 10:00 ～ 15:00 幸の湯（城山町 2-5-21） 地域包括ケア推進課☎22–9617

27 日 ㈯

花桶かつぎ 17:00 頃 胸形神社 生涯学習課☎22–9669
宇都宮大学おやまサテライトプラザ市民講
座②「東南アジアを対象とした異文化理解
とインバウンドによる経済活性化」

13:30 ～ 15:30 生涯学習センターセミナー室 総合政策課☎22–9218

28 日 ㈰
29 日 ㈪
30 日 ㈫
31 日 ㈬
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10 月中の火災・救急【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災◦災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス

☎０１８０－９
きゅう

９
きゅう

２
に

－１
い く わ

９０ 【24時間対応】

10 月中の交通事故

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む

事故　30件(335件)　負傷者　36人(412人)　死者　0人(10人)

火災    3件(66件)　 救急　685件(6,867件)

【小山警察署調べ】

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む

≪すくすく写真館≫
お子さんの写真募集中

問秘書広報課☎22–9353

◦応募方法は、本紙 6 月号または
　小山市公式ホームページをご覧
　ください。

写真館


